
【特集】�

中
国
市
場
で
勝
ち
組
と
な
る
た
め
に�

現
地
化
の
徹
底
、
現
法
権
限
の
強
化
、
自
ら
の
体
質
改
革�

「
経
熱
」
下
の
中
国
市
場
と
日
本
企
業
�

�
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
中
国
で
は
、
国
営
企
業
の
民
営
化
と
市
場
の
開
放
で
企
業
間
の
競
争
が

激
化
し
て
い
る
。
中
国
市
場
で
日
本
企
業
が
成
功
す
る
た
め
の
戦
略
戦
術
は
何
か
。
国
有

銀
行
改
革
の
現
状
は
。
主
要
都
市
で
活
動
す
る
、
邦
銀
現
地
支
店
長
の
観
察
は
。�

愛
知
大
学
　�

現
代
中
国
学
部
教
授�

　
服
部
　
健
治�

中
国
市
場
に
お
け
る

チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク

拡
大
す
る
市
場
規
模

輸
出
型
の
委
託
加
工
企
業
は
、
こ

れ
ま
で
日
本
企
業
の
主
流
で
あ
り
、

経
験
も
豊
富
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も

確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
成
功
例
は
多

い
。
他
方
、
中
国
市
場
で
製
品
を
販

売
す
る
国
内
市
場
指
向
型
は
、
苦
戦

し
て
い
る
事
例
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
の
本
流
は
中
国
市

場
で
の
販
売
で
あ
る
。

台
頭
す
る
「
市
場
と
し
て
の
中

国
」
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク

が
共
存
す
る
。
そ
れ
で
は
中
国
市
場

に
お
い
て
チ
ャ
ン
ス
と
は
い
っ
た
い

何
か
。

ま
ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
の
約
束
事
項
の

履
行
に
多
く
の
外
資
が
注
目
し
て
い

る
。
流
通
分
野
で
は
〇
四
年
一
二
月

に
外
資
一
〇
〇
％
の
販
売
会
社
が
認

Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
構
）
加
盟
後
、
中
国
で
は
市
場
経
済
の
進
展
と
と
も
に
国
営
企
業
よ
り
民
営
企
業
が
勢
い
を
増
し

て
き
た
。
民
営
企
業
は
熾
烈
な
競
争
を
し
つ
つ
協
調
も
す
る
。
か
つ
民
営
企
業
の
成
長
と
自
立
に
よ
り
、「
官
」
と

「
民
」
と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
、
官
民
の
分
離
が
始
ま
っ
て
い
る
。
国
内
市
場
の
一
層
の
開
放
に
つ
れ
競
争
が
激
化
す

る
状
況
の
も
と
で
、
日
本
企
業
が
中
国
市
場
で
成
功
す
る
に
は
何
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ

と
は
、
業
種
別
、
地
域
別
の
成
功
パ
タ
ー
ン
や
安
直
で
簡
便
な
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
何
を
獲
得
す
る

の
か
と
い
っ
た
明
確
な
戦
略
を
も
ち
、
自
分
が
事
業
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
気
概
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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国
有
銀
行
改
革
と
預
金
の
動
向
が�

危
機
回
避
の
カ
ギ�

【
特
集
】
「
経
熱
」
下
の
中
国
市
場
と
日
本
企
業
�

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
機
能
さ
せ
る
に
は
政
府
の
役
割
を
見
直
す
必
要�

日
本
総
合
研
究
所 �

上
席
主
任
研
究
員�

　
高
安
　
健
一�

過
剰
な
ま
で
の
資
金
供
給

中
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
が
数
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
昨
今
、

四
大
国
有
商
業
銀
行
の
不
良
債
権
処

理
が
為
替
制
度
改
革
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
る
べ
き
だ
と
の
議
論
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
欠
如
が
問
題
視
さ
れ
て
お

り
、
政
府
は
繰
り
返
し
綱
紀
粛
正
を

訴
え
て
い
る
。
地
方
政
府
は
中
央
政

府
の
意
向
に
反
し
て
、
非
効
率
な
投

資
を
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幾

多
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
金
融
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
に
陥
る
こ
と

な
く
、
商
業
銀
行
は
過
剰
な
ま
で
に

資
金
を
供
給
し
て
い
る
。

金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
さ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
危
機
が
回
避
さ
れ
資
金

が
潤
沢
に
供
給
さ
れ
て
き
た
理
由
と

し
て
、
政
府
が
商
業
銀
行
を
所
有
し

そ
の
信
認
を
補
完
し
て
い
る
こ
と
、

な
ら
び
に
四
大
国
有
商
業
銀
行
（
中

国
銀
行
、
中
国
建
設
銀
行
、
中
国
工

商
銀
行
、
中
国
農
業
銀
行
）
に
継
続

的
に
預
金
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
後
市

場
経
済
化
を
伴
っ
た
金
融
改
革
が
本

格
化
す
る
に
つ
れ
て
、「
奇
妙
な
安

定
」
が
揺
ら
ぐ
お
そ
れ
が
あ
る
。

国
有
二
行
の
経
営
再
建
策

中
国
で
は
、
高
い
経
済
成
長
が
続

い
て
い
る
間
に
国
有
商
業
銀
行
の
健

全
化
と
競
争
力
強
化
を
達
成
し
、
持

中
国
の
金
融
機
関
が
深
刻
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
な
い
の
は
、
商
業
銀
行
が

実
質
的
に
政
府
に
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
預
金
が
継
続
的
に
流
入
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
九
二

年
以
来
の
市
場
経
済
化
の
目
的
は
社
会
主
義
体
制
を
守
る
こ
と
に
あ
り
、
中
国
政
府
が
金
融
資
本
市
場
の
育
成
に
本
腰

を
入
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
政
府
が
管
理
で
き
な
い
資
金
の
流
れ
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
預
金
者
の

静
か
な
反
乱
と
も
考
え
ら
れ
、
個
人
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
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